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一
方
、「
私
立
学
校
施
設
・
設

備
の
整
備
の
推
進
」
事
業
は
、

大
学
等
を
含
め
て
前
年
度
比

２
２
２
億
円
増
の
３
２
１
億
円
を

要
求
し
て
い
る
ほ
か
、
国
土
強
靱

化
関
係
予
算
（
加
速
化
・
深
化

分
）
が
事
項
要
求
と
な
っ
て
い

る
。

　

内
訳
は
①「
耐
震
化
等
の
促
進
」

が
前
年
度
比
１
１
９
億
円
増
の

１
６
７
億
円
、
②
「
教
育
・
研
究

年
収
が
４
０
０
万
円
未
満
相
当

（
初
年
度
は
都
道
府
県
の
定
め
る

基
準
を
満
た
す
世
帯
）が
対
象
で
、

支
援
額
は
年
額
36
万
円
（
初
年
度

は
都
道
府
県
の
定
め
る
額
）、
費

用
負
担
は
国
と
都
道
府
県
が
そ
れ

ぞ
れ
２
分
の
１
、
学
校
の
負
担
は

な
い
。

　

③
は
特
別
支
援
学
校
等
の
教
育

の
推
進
に
必
要
な
経
費
を
補
助
す

る
事
業
。

で
の
調
査
で
年
収
４
０
０
万
円
未

満
の
支
援
金
受
給
世
帯
の
55
％
が

入
学
後
に
家
計
急
変
し
た
と
回
答

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、新
た
に「
私

立
小
中
学
校
等
に
お
け
る
家
計
急

変
世
帯
へ
の
支
援
」
を
新
規
事
業

と
し
て
拡
充
を
要
求
、
入
学
後
に

家
計
急
変
で
低
所
得
世
帯
と
な
っ

た
小
中
学
校
生
の
継
続
的
な
学
び

を
支
援
す
る
。

　

事
業
内
容
は
、
家
計
急
変
後
の

５
億
円
の
要
求
と
な
っ
て
い
る
。

　

授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
特
別

経
費
14
億
円
の
中
に
は
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
「
私
立
小
中
学
校
等
の
経

済
的
支
援
に
関
す
る
実
証
事
業
」

の
８
６
１
億
円
、
②
特
別
補
助
が

同
24
億
円
増
の
１
５
４
億
円
、
③

特
定
教
育
方
法
支
援
事
業
が
同

８
億
円
増
の
37
億
円
と
な
っ
た
。

　

①
は
都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高

校
等
の
経
常
的
経
費
へ
の
助
成
を

補
助
す
る
事
業
で
、
生
徒
等
１
人

当
た
り
の
単
価
増
を
要
求
し
て
い

る
。

　

②
は
都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高

校
等
の
特
色
あ
る
取
組
等
へ
の
助

成
を
補
助
す
る
事
業
で
、
次
世
代

を
担
う
人
材
育
成
の
促
進
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
等
を
内
容
と

す
る
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
が

64
億
円
、
幼
稚
園
等
特
別
支
援
教

育
経
費
が
75
億
円
、
授
業
料
減
免

事
業
等
支
援
特
別
経
費
が
14
億
円
、

過
疎
高
等
学
校
特
別
経
費
が
１
・

　

文
部
科
学
省
は
８
月
31
日
ま
で

に
「
令
和
４
年
度
概
算
要
求
」
を

財
務
省
に
提
出
し
た
。
同
省
の
要

求
・
要
望
額
は
５
兆
９
１
６
１
億

円
。
前
年
度
予
算
額
と
比
べ

６
１
８
１
億
円
（
11
・
７
％
）
の

増
額
要
求
と
な
っ
た
。

　

私
学
助
成
関
係
の
要
求
総
額
は

大
学
等
を
含
め
て
４
３
８
８
億
円

＋
事
項
要
求
で
、
耐
震
化
等
の
促

進
に
関
わ
る
国
土
強
靱
化
予
算

（
加
速
化
・
深
化
分
）
が
事
項
要

求
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
予
算

額
は
４
０
８
５
億
円
。

　

こ
の
う
ち
「
私
立
高
等
学
校
等

経
常
費
助
成
費
等
補
助
」
は
、
前

年
度
比
41
億
円
増
の
１
０
５
１
億

円
を
要
求
し
て
い
る
。
内
訳
は
①

一
般
補
助
が
前
年
度
比
９
億
円
増

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
６
月
の
常
任
理
事
会
・
合
同
会
議 　
　

３�

面

７
月
の
常
任
理
事
会　
　
　
　
　
　
　

４�

面

本
連
合
会
の
令
和
４
年
度
政
府
予
算
要
望　

 

６
・
７�

面

日
私
教
研
だ
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　

８�

面

（� ）

装
置
等
の
整
備
」
が
同
１
０
３
億

円
増
の
１
５
４
億
円
、
事
項
要
求

分
の
金
額
は
未
定
。

　

①
「
耐
震
化
等
の
促
進
」
で

は
、
昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」

の
２
年
目
と
し
て
、
校
舎
等
の
耐

震
改
築
・
補
強
事
業
や
非
構
造
部

材
の
落
下
防
止
対
策
等
の
防
災
機

能
強
化
を
重
点
的
に
支
援
す
る
。

　

耐
震
改
築
（
建
替
え
）
事
業
が

87
億
円
、
耐
震
補
強
事
業
が
72
億

円
、
そ
の
他
耐
震
対
策
事
業
（
非

構
造
部
材
の
落
下
防
止
対
策
等
の

安
全
対
策
、
利
子
助
成
）
が
８
億

円
。
私
立
学
校
の
耐
震
化
率
が
９

割
を
超
え
た
こ
と
か
ら
災
害
時
に

は
地
域
住
民
の
避
難
場
所
等
と
も

な
る
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
の

早
期
完
了
を
目
指
す
。

　

こ
の
ほ
か
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
に
よ
る
耐
震
化

融
資
が
実
施
さ
れ
る
予
定
。
貸
付

見
込
額
は
１
７
５
億
円
。
同
事
業

団
に
よ
る
融
資
事
業
（
貸
付
見
込

額
）
全
体
は
６
０
０
億
円
規
模
と

な
る
見
込
み
。

　

②
「
教
育
・
研
究
装
置
等
の
整

備
」
で
は
、
空
調
・
換
気
設
備
や

ト
イ
レ
の
ド
ラ
イ
化
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
及
び

防
犯
対
策
に
よ
る
安
全
・
安
心
な

生
活
空
間
の
確
保
の
た
め
の
整
備

支
援
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
に

資
す
る
施
設
の
高
機
能
化
（
校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
な
ど
）
や
エ
コ
改

修
な
ど
の
整
備
支
援
を
目
的
と
し

た
私
立
学
校
施
設
環
境
改
善
整
備

が
前
年
度
比
45
億
円
増
の
53
億

円
。

　

私
立
大
学
等
教
育
研
究
装
置
・

設
備
が
同
54
億
円
増
の
85
億
円
、

私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
設

備
が
同
３
億
円
増
の
16
億
円
で
、

補
助
対
象
設
備
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
再
び
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
日
本
私
学
教
育
研
究

所
に
対
す
る
補
助
（
私
立
学
校
教

員
研
修
費
等
補
助
）
に
つ
い
て
は

前
年
度
同
額
の
２
千
万
円
を
要
求

し
て
い
る
。

私
立
学
校
の
耐
震
化
の
早
期
完
了
を
目
指
す

文
部
科
学
省
が
令
和
４
年
度
概
算
要
求
提
出

41
億
円
増
の
１
０
５
１
億
円
要
求

前
年

度
比

経
常
費
助
成

費
等
補
助
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フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
１
団
体
に
委

託
す
る
。

関
係
団
体
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
全
国
的
な
プ
ラ
ッ
ト

　

こ
の
要
求
に
は
３
つ
の
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
普
通
科
改

革
と
し
て
令
和
４
年
度
か
ら
設
置

が
可
能
と
な
る
学
際
領
域
学
科

及
び
地
域
社
会
学
科
を
設
置
す

る
予
定
の
高
校
に
１
校
当
た
り

８
８
０
万
円
、
50
校
を
補
助
す
る

ほ
か
、Society

５
・
０
に
対
応
す

る
先
端
的
な
学
び
、
他
地
域
の
大

学
や
研
究
機
関
等
か
ら
同
時
双
方

向
型
の
授
業
を
取
り
入
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
開
発
等
を
行
う
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
す
る
高
校
に
１
校
当

た
り
１
１
０
０
万
円
、
30
箇
所
を

支
援
す
る
。
こ
の
ほ
か
高
校
と

信
費
は
生
活
保
護
費
に
よ
り
措
置

さ
れ
て
い
る
。

　

▼
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学

校
改
革
の
推
進
＝
18
億
４
２
０
０

万
円
（
前
年
度
予
算
額
９
億
２
８

０
０
万
円
）。
こ
の
要
求
は
６
事

業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
新
規
に
要
求
さ
れ
て
い
る
の

が
「
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学

校
改
革
推
進
事
業
」
で
要
求
額
は

８
億
円
。

る
。

　

▼
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
＝

１
６
１
億
円
（
同
１
５
９
億
円
）。

こ
れ
は
低
所
得
世
帯
の
高
校
生
等

を
対
象
に
授
業
料
以
外
の
教
育
費

に
充
当
で
き
る
よ
う
奨
学
給
付
金

を
支
給
す
る
も
の
。

　

令
和
４
年
度
概
算
要
求
で
は
、

非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
、
家
庭

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
必
要

な
通
信
費
相
当
額
の
増
額
（
＋

３
０
０
０
円
）
を
行
う
ほ
か
、
私

立
高
校
生
等
で
は
全
日
制
等
（
第

１
子
）
の
給
付
額
を
、
通
信
費
増

額
分
を
含
め
１
万
３
２
０
０
円
増

額
し
、
年
額
14
万
２
８
０
０
円
と

し
、
第
２
子
以
降
は
通
信
費
相
当

額
の
み
増
額
の
15
万
３
０
０
０

円
と
す
る
こ
と
を
要
求
。
通
信

制
・
専
攻
科
の
給
付
額
に
つ
い
て

は
５
万
３
１
０
０
円
を
要
求
。
生

活
保
護
受
給
世
帯
の
私
立
高
校
生

等
（
全
日
制
等
・
通
信
制
）
の
給

付
額
は
令
和
３
年
度
と
同
額
の

５
万
２
６
０
０
円
を
要
求
し
て
い

る
。
生
活
保
護
世
帯
の
生
徒
の
通

　

文
科
省
の
令
和
４
年
度
概
算
要

求
の
内
、
私
学
助
成
関
係
以
外
で

私
立
中
学
高
校
に
関
係
す
る
主
な

予
算
要
求
は
次
の
通
り
。

　

▼
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
交

付
金
等
＝
４
１
１
９
億
４
６
０
０

万
円
（
前
年
度
予
算
額
４
１
６
９

億
７
０
０
万
円
）。
こ
の
要
求
は

①
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
交
付

金
４
０
９
１
億
７
６
０
０
万
円
、

②
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
事
務

費
交
付
金
27
億
６
２
０
０
万
円
、

③
公
立
高
等
学
校
授
業
料
不
徴
収

交
付
金
（
旧
制
度
）
８
０
０
万
円

か
ら
な
っ
て
お
り
、
①
が
私
立
高

校
等
の
生
徒
も
対
象
と
な
る
就
学

支
援
の
柱
。
制
度
の
大
き
な
変
更

要
求
は
な
く
、
年
収
５
９
０
万
円

未
満
世
帯
の
生
徒
を
対
象
に
私
立

で
は
39
万
６
０
０
０
円
を
上
限
に

就
学
支
援
金
が
加
算
さ
れ
る
。
令

和
４
年
度
概
算
要
求
で
は
扶
養
控

除
の
適
用
時
期
の
関
係
で
早
生
ま

れ
（
１
～
３
月
生
ま
れ
）
の
生
徒

等
の
判
定
が
不
利
に
な
る
場
合
が

あ
る
た
め
判
定
基
準
を
改
善
す

　

文
部
科
学
省
は
８
月
27
日
、
令

和
３
年
度
学
校
基
本
調
査
の
速
報

値
を
公
表
し
た
。
中
等
教
育
の
学

校
種
別
状
況
は
次
の
通
り
。

　

▼
中
学
校
＝
学
校
数
は
国
立
が

68
校
（
前
年
度
比
１
校
減
）、
公

立
が
９
２
３
１
校
（
同
60
校
減
）、

私
立
が
７
７
８
校
（
同
４
校
減
）

で
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。

　

生
徒
数
は
公
立
が
１
万
５
７
６

８
人
増
え
２
９
５
万
７
１
９
１

人
、
私
立
も
３
１
５
４
人
増
え

24
万
５
２
４
９
人
と
な
っ
た
。
国

立
は
唯
一
減
っ
て
（
４
３
４
人
）、

２
万
７
２
６
７
人
。

　

▼
義
務
教
育
学
校
＝
全
国

１
５
１
校
中
、
私
立
は
１
校
。
私

立
の
生
徒
数
は
１
９
４
人
。

　

▼
高
校
（
全
日
制
・
定
時

制
）
＝
国
立
が
15
校
、
公
立
が

３
５
２
２
校
、
私
立
は
１
３
２
０

校
。
前
年
度
と
比
べ
国
立
は
増
減

な
し
。
公
立
は
15
校
減
、
私
立
は

２
校
減
。
国
公
私
立
全
体
の
生
徒

数
は
前
年
度
よ
り
８
万
３
８
８
２

人
減
っ
て
３
０
０
万
８
１
８
２
人

と
な
っ
た
。
う
ち
国
立
は

８
２
５
４
人
（
前
年
度
比
１
９
８

人
減
）、
公
立
は
１
９
８
万
９
２

９
０
人
（
同
７
万
６
６
９
０
人

減
）、
私
立
は
１
０
１
万
６
３
８

人
（
６
９
９
４
人
減
）
だ
っ
た
。

高
校
生
徒
数
の
減
少
の
91
・
４
％

が
公
立
に
集
中
し
た
。

　

高
校
（
通
信
制
）
の
学
校
数
、

生
徒
数
は
、
私
立
は
独
立
校
が

１
１
３
校
、
併
置
校
が
70
校
、
公

立
は
独
立
校
が
６
校
、
併
置
校
が

71
校
。
生
徒
数
は
21
万
８
４
２
８

人
、
う
ち
75
・
３
％
が
私
立
高
校

の
生
徒
。

　

▼
中
等
教
育
学
校
＝
全
国
56
校

の
う
ち
18
校
が
私
立
。
前
年
度
と

比
べ
公
立
が
１
校
増
、
私
立
は
１

校
減
少
し
た
。
私
立
の
生
徒
数
は

前
年
度
よ
り
１
０
１
人
増
え
て

６
８
７
０
人
と
な
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
は
こ
の
ほ
ど
７
項

目
か
ら
な
る
令
和
４
年
度
税
制
改

正
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

そ
の
う
ち
教
育
関
係
は
、「
特

定
の
学
資
と
し
て
の
資
金
の
貸
付

け
に
係
る
消
費
貸
借
契
約
書
の
印

紙
税
の
非
課
税
措
置
の
延
長
」（
内

閣
府
と
の
共
同
要
望
）
の
１
項
目

の
み
。
公
益
法
人
・
学
校
法
人
等

が
実
施
す
る
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
な
生
徒
ま
た
は
学
生

に
対
す
る
無
利
子
等
の
条
件
で
行

わ
れ
る
奨
学
金
貸
与
事
業
に
つ
い

て
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
借
用

証
書
等
に
係
る
印
紙
税
を
非
課
税

と
す
る
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
同
措
置
の
延
長
を
要
望
し
て

い
る
。

高
校
生
等
奨
学
給
付
金　

億
円
要
求

第
１
子
、１
３
２
０
０
円
増
額

私
立
高
校
生

全 

日 

制 

等

161

生
徒
数
、　

３
１
５
４
人
増
加

私
　
立

中
学
校

前
年

度
比

文
科
省
、
令
和
４
年
度
税
制
改
正
で

印
紙
税
の
非
課
税
措
置
延
長
を
要
望
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び
決
算
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

　

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
私

学
助
成
委
員
会
か
ら
、
緊
急
事
態

宣
言
下
で
修
学
旅
行
等
を
中
止
・

延
期
し
た
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

等
に
対
す
る
国
の
支
援
策
に
つ
い

て
、
内
閣
府
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
」
を
活
用
し
た
都
道
府

県
を
通
し
て
、
域
内
の
私
立
学
校

も
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
国
の
「
私
立
学
校

情
報
機
器
整
備
費
補
助
金
」
に
つ

い
て
は
申
請
件
数
が
伸
び
悩
み
、

文
科
省
で
は
、
そ
の
申
請
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
生
徒
収
容
委
員
会
か

ら
、
令
和
３
年
４
月
１０
日
現
在
都

道
府
県
私
立
高
等
学
校･

中
学
校

生
徒
数
と
前
年
度
と
の
比
較
に
つ

い
て
、
中
学
高
校
と
も
生
徒
数
が

減
少
し
、
出
生
者
数
の
減
少
も
考

え
る
と
今
後
さ
ら
に
生
徒
数
の
減

少
の
可
能
性
が
高
い
と
報
告
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
他 

、
吉
田
会
長
か
ら
、

私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
へ
の
参

加
要
請
が
あ
っ
た
。

自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
予
防
接

種
を
補
完
す
る
た
め
の
も
の
で
、

医
療
従
事
者
や
会
場
な
ど
は
実
施

す
る
企
業
や
大
学
、
学
校
法
人
で

確
保
し
、
自
治
体
の
接
種
事
業
に

影
響
を
与
え
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
接
種
対
象
は
、
同
一
法
人

で
１
０
０
０
人
以
上
と
さ
れ
、
都

道
府
県
所
轄
の
学
校
法
人
の
教
職

員
だ
け
で
は
人
数
を
満
た
せ
な
い

場
合
に
は
、学
校
法
人
の
判
断
で
、

そ
の
家
族
や
地
域
住
民
も
対
象
と

し
て
差
し
支
え
な
い
な
ど
と
説
明

し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答

で
は
、
私
立
中
高
１
校
で
は
教
職

員
数
１
０
０
０
人
を
到
底
満
た
せ

ず
、
実
施
に
は
手
間
と
時
間
も
か

か
る
。
通
学
し
て
い
る
生
徒
や
教

職
員
に
優
先
的
に
接
種
で
き
る
よ

う
配
慮
が
必
要
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
運
用

の
詳
細
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
を
策
定
す
る
と
述
べ
た
。
こ

の
後
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
こ
れ

は
公
立
学
校
を
想
定
し
た
内
容
で

あ
り
、
私
立
学
校
の
場
合
、
た
や

す
く
事
実
関
係
を
調
査
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
短
期
間
で
懲
戒
解

雇
処
分
を
し
て
も
、
訴
訟
に
至
り

補
償
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
フ
ォ

ロ
ー
が
難
し
い
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

続
い
て
文
科
省
の
小
谷
私
学
行

政
課
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
職
域
接
種
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。
職
域
接
種
は
、
各

た
。
学
校
の
設
置
者
・
学
校
は
、

性
暴
力
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

に
、
児
童
生
徒
等
か
ら
の
相
談
を

受
け
付
け
る
体
制
等
を
整
え
、
保

護
者
・
職
員
等
が
児
童
生
徒
か
ら

性
暴
力
等
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

た
場
合
、
そ
の
事
実
が
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
設
置
者
等
に
通
報
し

育
関
係
者
を
含
め
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
急
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ

た
。

　

続
い
て
、
文
科
省
の
義
本
総
合

教
育
政
策
局
長
か
ら
「
教
育
職
員

等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い

　

本
連
合
会
は
、
６
月
１１
日
、
東

京
・
私
学
会
館
で
、
第
９
回
常
任

理
事
会
／
第
１８６
回
理
事
会
・
第
１５９

回
評
議
員
会
合
同
会
議
を
開
催
し

た
。
冒
頭
、
挨
拶
し
た
吉
田
会
長

は
、コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
お
い
て
、

子
供
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
教

て
、
説
明
を

頂
い
た
。
昨

年
か
ら
、
児

童
生
徒
に
対

す
る
性
暴
力

が
社
会
的

問
題
と
な

り
、
こ
の
対

応
策
が
与
党

議
員
の
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー

ム
で
俎
上
に

上
が
り
、
６

月
の
法
律
公

布
に
至
っ

　

引
き
続
き
、
吉
田
会
長
（
理
事

会
）
と
末
岡 

仁
評
議
員
・
市
邨

学
園
理
事
長
（
評
議
員
会
）
が
議

長
と
な
り
、
報
告
・
協
議
が
行
わ

れ
た
。

　

初
め
に
福
島
事
務
局
長
か
ら
令

和
３
年
度
役
員
の
異
動
の
報
告
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
続
け
て
福

島
事
務
局
長
が
、
令
和
２
年
度
事

業
報
告
書
に
基
づ
き
、
私
学
助
成

拡
充
の
た
め
の
活
動
や
公
立
学
校

の
全
国
募
集
に
関
す
る
対
応
等
に

つ
い
て
報
告
。
続
け
て
令
和
２
年

度
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
福

島
事
務
局
長
の
説
明
を
受
け
て
、

山
本
監
事
が
、
会
計
処
理
等
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
旨
を
報
告

し
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
及

第 9回常任理事会／第 186回理事会
・第 159回評議員会合同会議

義本局長

小谷課長

第
９
回
常
任
理
事
会
／
理
事
会
・
評
議
員
会  　

開
催

合
同

会
議　

文
科
省
の
義
本
局
長
ら
が
行
政
説
明

性
暴
力
防
止
や
コ
ロ
ナ
対
応
で

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・
決
算
承
認
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政
府
は
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
自
殺
予
防

週
間
」
と
し
、
各
都
道
府
県
や
関

係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
様
々
な

自
殺
防
止
対
策
や
相
談
事
業
、
啓

発
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、令
和
２
年
度
に
自
殺
し
た
小
・

中
・
高
校
生
は
全
国
で
４
７
９
人
、

令
和
元
年
度
と
比
べ
約
１
・
４
倍

に
増
え
て
い
た
。

　

令
和
元
年
度
・
２
年
度
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
自
殺
の
原
因
・
動

機
の
上
位
10
位
以
内
に
学
校
に
関

係
す
る
問
題
で
あ
る
「
学
業
不

振
」、「
そ
の
他
進
路
に
関
す
る
悩

み
」、「
そ
の
他
学
友
と
の
不
和
」、

「
入
試
に
関
す
る
悩
み
」
が
４
つ

入
っ
て
い
た
。
そ
の
他
は
家
庭
問

題
（
親
子
関
係
の
不
和
等
）、
健

康
問
題
（
病
気
の
悩
み
・
影
響
）、

男
女
問
題
（
失
恋
等
）。

　

様
々
な
悩
み
は
「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
）

で
相
談
で
き
る
。

　

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
談
可
能
。
詳

し
く
は
厚
生
労
働
省
特
設
サ
イ
ト

「
ま
も
ろ
う
よ　

こ
こ
ろ
」
へ
。

れ
る
仕
組
み
が
望
ま
し
い
と
補
足

し
た
。
審
議
の
結
果
、
要
望
書
案

は
承
認
さ
れ
、
字
句
や
体
裁
を
整

え
た
上
で
文
教
関
係
国
会
議
員
へ

の
要
望
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

さ
ら
に
福
島
事
務
局
長
か
ら
、

本
年
10
月
18
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
私
学
振
興
全
国
大
会
の
実
施
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
の
総
裁
選

や
衆
議
院
議
員
選
挙
の
日
程
が
流

動
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
予
備
日
と

し
て
11
月
10
日
も
メ
ル
パ
ル
ク

ホ
ー
ル
を
押
さ
え
た
こ
と
、
ま
た

こ
の
２
つ
の
日
程
に
収
ま
ら
な
い

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
状
況

を
注
視
し
開
催
日
を
確
定
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
く
部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、

教
育
制
度
部
会
か
ら
、
７
月
８
日

に
公
表
の
「
大
学
入
試
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
議　

提
言
」
に

つ
い
て
、
同
会
議
の
委
員
を
務
め

る
吉
田
会
長
が
概
要
を
報
告
し
、

「
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
及
び

共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
国
語
・
数

学
の
記
述
式
問
題
の
導
入
見
送
り

を
受
け
て
令
和
元
年
12
月
に
こ
の

検
討
会
議
が
設
置
さ
れ
た
が
、
高

大
接
続
改
革
の
改
善
に
関
す
る
会

議
の
検
討
内
容
と
重
複
す
る
点
も

多
く
焼
き
直
し
の
感
が
否
め
な

い
。
今
春
の
大
学
の
一
般
入
試
に

お
け
る
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験

整
備
に
対
す
る
補
助
、
③
施
設
の

耐
震
化
及
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

空
調
・
換
気
設
備
に
対
す
る
補
助
、

④
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
、
⑤
私
立
小
・
中
学
校
の
生

徒
等
へ
の
経
済
的
支
援
制
度
、
⑥

日
本
私
学
教
育
研
究
所
研
究
事
業

費
等
に
対
す
る
補
助
の
６
項
目
の

拡
充
強
化
の
要
望
に
ま
と
め
た
こ

と
を
報
告
、
概
要
を
説
明
し
た
。

　

続
け
て
吉
田
会
長
は
、
本
年
度

で
実
証
期
間
を
終
え
る
私
立
中
学

校
等
就
学
支
援
金
制
度
に
つ
い

て
、「
文
部
科
学
省
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
支
援
金
受
給
者
の
55
％

が
入
学
後
の
家
計
急
変
世
帯
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
世

帯
の
修
学
を
支
援
す
る
た
め
、
私

学
助
成
の
枠
組
み
で
授
業
料
減
免

支
援
の
拡
充
を
行
う
こ
と
が
文
部

科
学
省
で
は
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
学

校
負
担
や
都
道
府
県
格
差
が
生
ず

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
と
都
道

府
県
と
で
全
額
が
確
実
に
補
助
さ

長
推
薦
常
任
理
事
に
選
任
す
る
こ

と
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
た
。
併

せ
て
、
菅
沼
常
任
理
事
を
調
査
委

員
会
委
員
に
加
え
た
令
和
３
年
度

会
務
分
掌
も
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
令
和
４
年
度
政
府
予

算
概
算
要
求
へ
の
私
立
中
高
と
し

て
の
対
応
が
議
題
と
な
り
、
福
島

事
務
局
長
は
「
予
算
編
成
に
先
立

ち
政
府
で
ま
と
め
ら
れ
た
概
算
要

求
基
準
は
例
年
の
通
り
で
あ
り
、

私
学
助
成
を
含
め
た
裁
量
的
経
費

に
つ
い
て
は
一
律
10
％
削
減
の

上
、
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

地
方
創
生
、
子
育
て
支
援
等
の
重

点
項
目
に
つ
い
て
「
新
た
な
成
長

推
進
枠
」
と
し
て
削
減
額
の
３
倍

ま
で
要
求
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
先
ず
は
従
来
の
私
学
助

成
予
算
の
拡
充
、
獲
得
が
最
重
要

課
題
で
あ
る
」
と
述
べ
、
文
部
科

学
省
概
算
要
求
に
対
す
る
私
立
中

高
の
要
望
の
柱
と
し
て
、
私
立
高

等
学
校
等
の
①
経
常
費
助
成
費
に

対
す
る
補
助
、
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

　

本
連
合
会
は
７
月
13
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

で
第
10
回
常
任
理
事
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
日
の
議
題
は
、
①
令
和

３
年
度
役
員
人
事
（
追
加
）、
②

令
和
４
年
度
私
学
関
係
政
府
予
算

概
算
要
求
へ
の
対
応
、③
部
会（
委

員
会
）
報
告
等
。
吉
田
会
長
が
議

長
と
な
り
議
事
を
進
行
し
た
。

　

は
じ
め
に
吉
田
会
長
が
、
推
薦

常
任
理
事
の
承
認
権
限
に
つ
い
て

は
、
６
月
11
日
開
催
の
第
１
８
６

回
理
事
会
か
ら
本
常
任
理
事
会
に

委
任
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た
上

で
、
長
崎
県
私
立
中
学
高
等
学
校

協
会
長
の
菅
沼
宏
比
古
理
事
を
会

　
　
　
　
　
　
　
　
概
算
要
求
へ
の
対
応
協
議

私
学
振
興
全
国
大
会
を
　
　
実
施
　

「
自
殺
予
防
週
間
」

令　

和

４
年
度

政
治
日
程

を
考
慮
し

９
月
10
日

～
16
日
は

第 10回常任
理事会開催

を
活
用
し
た
入
学
者
の
割
合
は
国

公
立
９
％
、
私
立
16
％
で
あ
っ
た

が
、
共
通
テ
ス
ト
の
枠
組
み
で
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
国
公
私
立
大

学
と
も
に
否
定
意
見
が
多
く
、
個

別
試
験
や
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
で
活
用
が
進
む
も
の
と
思
わ

れ
る
。
共
通
テ
ス
ト
で
の
４
技
能

試
験
の
実
施
は
難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
私
立
中
高
と
し
て
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
英
語
４
技

能
教
育
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
一
般
財
団
法
人
日
本
私

学
教
育
研
究
所
の
平
方
所
長
が
、

今
後
の
研
修
予
定
等
を
紹
介
、
積

極
的
な
参
加
を
要
請
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
吉
田
会
長
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令和3年4月10日現在都道府県別私立高等学校・中学校生徒数と前年度との比較
都道
府県

高校・中等教育学校
学校数 

(　) は全日制休校数
で内数

高校等生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数 中学・中等教育学校

学校数 
(　) は休校数で内数

中学校生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数（人）

１学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数
北海道 50 10,145 30,148 ▲ 287 ▲ 264 16（2） 1,013 3,023 ▲ 44 40
青森 17 2,601 7,877 ▲ 98 ▲ 237 5 199 567 ▲ 5 44
岩手 13 2,080 6,340 ▲ 236 16 3 78 248 ▲ 5 ▲ 18
宮城 19 5,399 16,044 ▲ 204 ▲ 217 8 437 1,367 ▲ 7 ▲ 72
秋田 5 691 2,085 ▲ 74 ▲ 97 1（1） － － － －
山形 14 3,036 8,932 ▲ 73 ▲ 83 － － － － －
福島 18（1） 3,500 10,193 44 42 8 242 729 22 ▲ 9
新潟 16 4,222 12,717 ▲ 193 ▲ 236 4（1） 225 631 27 13
茨城 27 6,867 20,575 ▲ 324 ▲ 239 15 1,357 4,105 ▲ 90 5
栃木 15 5,148 15,029 ▲ 27 ▲ 237 8 449 1,449 ▲ 76 ▲ 54
群馬 13 4,051 12,583 ▲ 280 ▲ 159 6 429 1,309 ▲ 7 2
埼玉 48 17,916 52,906 125 ▲ 817 31 3,236 9,750 ▲ 152 145
千葉 55 15,960 47,061 60 ▲ 507 25 3,503 10,459 ▲ 34 222

神奈川 82（2） 23,411 70,001 ▲ 449 ▲ 619 66（5） 8,840 26,135 182 241
東京 237（4） 57,847 171,759 ▲ 553 ▲ 1,024 187（4） 26,704 78,498 221 1,791
富山 10 1,885 5,508 19 ▲ 226 1 71 246 ▲ 7 4
石川 10（1） 2,940 8,704 ▲ 34 ▲ 39 3（1） 146 383 25 44
福井 7 2,152 6,334 ▲ 154 16 4 151 435 5 28
山梨 11 2,227 6,464 1 16 8（1） 385 1,120 21 76
長野 18 3,588 10,518 22 ▲ 92 10 463 1,279 30 44
岐阜 15 3,830 10,958 105 ▲ 91 9 508 1,481 ▲ 31 15
静岡 43（1） 11,135 31,604 140 339 28（1） 1,724 5,155 6 30
愛知 56 20,804 60,382 260 331 23（3） 3,376 10,149 ▲ 56 90
三重 14 3,507 10,221 0 54 10 836 2,482 30 ▲ 16
滋賀 11 2,823 8,187 ▲ 31 ▲ 70 7 584 1,676 21 75
京都 40（1） 10,683 31,548 ▲ 263 178 26（2） 2,893 8,746 ▲ 23 ▲ 20
大阪 97 31,433 91,310 109 ▲ 363 62 7,212 21,540 ▲ 233 ▲ 49
兵庫 52（1） 10,966 32,620 ▲ 307 ▲ 1,015 43（5） 4,241 12,475 74 206
奈良 17 3,240 9,904 ▲ 166 ▲ 142 12（1） 1,591 4,726 2 88

和歌山 9 1,546 4,483 23 ▲ 83 7 744 2,182 1 ▲ 51
鳥取 8 1,279 3,557 24 174 3 108 321 2 5
島根 10 1,286 3,767 ▲ 52 ▲ 110 3 87 231 21 ▲ 1
岡山 24 5,230 15,843 ▲ 366 ▲ 445 11 855 2,454 30 107
広島 36（1） 8,114 23,141 268 359 29（4） 2,610 7,652 53 192
山口 20 3,182 9,511 ▲ 224 ▲ 242 8 378 1,092 ▲ 5 ▲ 18
徳島 3 270 736 62 11 2 136 391 23 ▲ 5
香川 10 2,106 6,118 ▲ 4 ▲ 132 5（1） 292 946 ▲ 12 ▲ 21
愛媛 13 2,835 8,517 ▲ 82 ▲ 199 5 522 1,570 ▲ 12 15
高知 9 1,759 5,084 26 ▲ 20 8（1） 1,017 3,041 34 3
福岡 60 17,896 51,645 75 ▲ 31 28 2,503 7,409 ▲ 12 86
佐賀 9 1,919 5,686 ▲ 60 ▲ 17 6 423 1,324 ▲ 39 ▲ 13
長崎 22 3,756 11,106 ▲ 50 ▲ 167 16（4） 598 1,911 ▲ 76 ▲ 75
熊本 21 5,496 16,101 ▲ 78 ▲ 124 8 470 1,456 ▲ 45 ▲ 12
大分 14 3,025 8,590 1 20 4 235 683 20 4
宮崎 15 3,047 8,614 81 21 9 756 2,104 32 103

鹿児島 21 5,031 14,170 170 178 10 616 1,894 ▲ 12 ▲ 71
沖縄 4 966 2,929 ▲ 48 ▲ 6 6 722 2,153 ▲ 56 ▲ 86
計 1,338（12） 342,830 1,008,110 ▲ 3,102 ▲ 6,595 797（37） 83,965 248,977 ▲ 157 3,127

計のうち高校全日制生徒数 341,012 1,002,589 対前年度
0.9% 減

減少都府県
27

対前年度
0.6% 減

減少都道府県
33

計のうち中学校
生徒数 82,591 245,093 対前年度

0.2% 減
減少道府県

23

対前年度
1.3% 増

減少府県 17
計のうち高校定時制生徒数 747 2,487 計のうち中等教育学校

（前期）、義務教育学校
生徒数

1,374 3,884計のうち中等教育学校（後期）
生徒数 1,071 3,034

注 : ⑴中等教育学校（後期課程）を含む。⑵通信制を除く。⑶分校を含む。⑷専攻科生徒数は、令和２年度 5,968 人（外数）、令和３年度 5,960 人（外数）。別科は該当校なし。
⑸学校数は高校全日制・定時制併置校、中等教育学校（後期課程）はそれぞれ 1 校とする。（６）中等教育学校（前期課程）、義務教育学校を含む。

　

本
連
合
会
は
、「
令
和
３
年
４

月
10
日
現
在
都
道
府
県
別
私
立
高

等
学
校
・
中
学
校
生
徒
数
と
前
年

度
と
の
比
較
」
を
ま
と
め
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
本
連
合
会
が
都

道
府
県
私
学
協
会
の
協
力
を
得
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
全
国

の
私
立
高
校
（
全
日
・
定
時

制
）・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課

程
）
の
令
和
３
年
度
入
学
者
数
は

34
万
２
８
３
０
人
で
前
年
度
と
比

べ
３
１
０
２
人
（
０
・
９
％
）
減

少
し
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、
前

年
度
よ
り
27
都
道
府
県
で
減
少
、

19
府
県
で
増
加
し
た
。
総
生
徒
数

は
１
０
０
万
８
１
１
０
人
で
前
年

度
と
比
べ
て
６
５
９
５
人
（
０
・

６
％
）
減
少
し
た
。
専
攻
科
生
徒

数
は
、
５
９
６
０
人
だ
っ
た
。
高

校
数
は
１
３
３
８
校
で
、
再
開
校

が
敦
賀
国
際
令
和
高
校
（
福
井
）

の
１
校
で
、
前
年
度
よ
り
３
校
減

少
し
た
。

　

私
立
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校

（
前
期
課
程
）・
義
務
教
育
学
校
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
入
学
者

数
は
８
万
３
９
６
５
人
で
前
年
度

と
比
べ
１
５
７
人
（
０
・
２
％
）

減
少
し
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、

前
年
度
よ
り
23
道
府
県
で
減
少
、

22
都
県
で
増
加
し
た
。
総
生
徒
数

は
24
万
８
９
７
７
人
で
前
年
度
と

比
べ
て
３
１
２
７
人
（
１
・
３
％
）

増
加
し
た
。

　

中
学
校
数
は
７
９
７
校
で
、
新

設
校
が
秀
光
中
学
校
（
宮
城
）、

松
本
国
際
中
学
校
（
長
野
）
の
２

校
、
再
開
校
が
広
尾
学
園
小
石
川

中
学
校
（
東
京
）、
姫
路
女
学
院

中
学
校
（
兵
庫
）
の
２
校
、
廃
校

が
５
校
あ
り
、
前
年
度
よ
り
３
校

の
減
少
と
な
っ
た
。

本連合会・私学協会調査

４
月
10
日

現
在
で
の

生
徒
数
ま
と
ま
る

私
立
高
校
等
生
徒
数
100
万
人
維
持

中
学
等
生
徒
数
は
約
３
千
人
増
加
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担
す
る
等
、
制
度
の
抜
本
的
見
直

し
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

更
に
、デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は「
１

人
１
台
端
末
」
に
搭
載
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
教
科
書
無
償
の
小
・

中
学
校
の
み
な
ら
ず
、
準
義
務
教

育
と
も
い
え
る
高
等
学
校
に
対
し

て
も
、
端
末
の
整
備
、
更
新
と
一

体
の
も
の
と
し
て
端
末
の
個
人
所

有
を
前
提
と
し
た
支
援
整
備
を
導

入
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。

　

３
．
私
立
高
等
学
校
等
施
設
の

耐
震
化
及
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

空
調
・
換
気
設
備
に
対
す
る
補
助

の
拡
充
強
化
【
令
和
３
年
度
予
算

額
：
18
億
９
９
０
０
万
円
】

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
は
、
我
が

国
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
生

命
と
安
全
を
守
り
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
し
て
地
域
社
会
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
一
刻
も
早
く
完

了
す
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

 

更
に
、
感
染
症
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
教
室
及
び
体
育
館
の
換

気
・
冷
房
設
備
等
の
整
備
・
改
修

を
進
め
る
際
に
は
、
国
が
目
指
す

脱
フ
ロ
ン
・
低
炭
素
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、
学
校
に
お
け
る
フ
ロ

ン
対
策
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
７
面
へ
続
く
）

て
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

例
え
ば
、
義
務
教
育
段
階
の
端
末

整
備
は
、
公
立
で
は
令
和
２
年
度

末
ま
で
に
ほ
ほ
完
了
し
た
の
に
対

し
、
私
立
は
補
助
率
が
２
分
の
１

で
あ
る
た
め
に
、
整
備
率
は
保
護

者
購
入
を
含
め
未
だ
約
４
割
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３

年
度
に
開
始
さ
れ
に
高
等
学
校
の

低
所
得
世
帯
等
の
生
徒
へ
の
端
末

の
整
備
に
つ
い
て
も
、
私
立
は
そ

の
補
助
率
や
仕
組
み
が
利
用
し
づ

ら
い
た
め
に
整
備
に
遅
れ
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　

申
し
上
け
る
ま
で
も
な
く
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
国
公
私
立
を
問
わ
す
、
21

世
紀
の
学
校
教
育
の
共
通
の
基
盤

で
あ
り
、
初
等
中
等
教
育
段
階
に

学
ぶ
全
て
の
子
供
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
能
力
を
修
得
で
き
る
よ
う
、

そ
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
中
学
高

等
学
校
に
お
け
る
「
１
人
１
台
端

末
」
の
整
備
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
、
未
だ
不
十
分
なW

i-Fi

環

境
の
整
備
、
来
た
る
べ
き
機
器
の

更
新
等
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推

進
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
所

要
の
補
助
の
拡
充
と
と
も
に
、
公

私
の
別
な
く
そ
の
全
額
を
国
で
負

立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等

補
助
の
大
幅
な
拡
充
を
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格

的
に
実
施
さ
れ
た
授
業
目
的
公
衆

送
信
補
償
金
制
度
の
補
償
金
へ
の

補
助
は
、
一
般
補
助
と
同
様
、
都

道
府
県
に
対
す
る
国
の
財
源
措
置

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
逆
に
こ
れ

に
よ
り
、
都
道
府
県
間
で
格
差
が

生
じ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
と
著

作
権
者
の
保
護
の
双
方
の
観
点
に

立
ち
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
資

料
等
を
自
由
に
活
用
す
る
た
め
、

私
立
大
学
と
同
様
に
、
私
立
高
等

学
校
等
の
各
校
が
補
償
金
全
額
を

確
実
に
受
領
で
き
る
よ
う
制
度
見

直
し
の
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

２
．
私
立
高
等
学
校
等
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
対
す
る

補
助
の
拡
充
強
化
【
令
和
３
年
度

予
算
額
：
12
億
５
０
０
０
万
円
】  

　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
喫
緊
の
課

題
と
な
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
必
要
性
と
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
国
は
数
次

に
わ
た
る
補
正
予
算
に
よ
っ
て

「
１
人
１
台
端
末
」
の
早
期
実
現

やW
i-Fi

環
境
の
整
備
を
前
倒
し

公
教
育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
中

で
、
各
校
は
恒
常
的
な
感
染
症
対

策
を
講
じ
な
が
ら
、
国
の
指
示
に

従
い
、
対
面
を
中
心
に
必
要
に
応

じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
な
が

ら
授
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
学
校
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
経
常
費
助
成
と
学
納
金
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
私
立
学

校
の
財
政
状
況
で
は
誠
に
厳
し

く
、保
護
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、

そ
の
増
大
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
指
導
力
を
育
成
す
る
た
め
の

研
修
や
学
校
現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
等
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
国

公
立
と
同
等
の
拡
充
強
化
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
中
学
高

等
学
校
の
教
育
全
般
の
充
実
発
展

の
た
め
の
包
括
的
補
助
で
あ
る
私

の
経
済
的
負
担
の
一
層
の
軽
減
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
私
立
中

学
高
等
学
校
へ
の
公
的
支
援
の
拡

充
、
と
り
わ
け
、
私
立
中
学
校
の

保
護
者
の
負
担
軽
減
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
の
私

立
中
学
高
等
学
校
が
公
教
育
学
校

と
し
て
必
要
な
教
育
環
境
を
整
備

し
て
健
全
な
学
校
運
営
を
維
持

し
、
新
し
い
教
育
、
特
色
あ
る
教

育
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
令
和

４
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求
の
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
私
立
学
校
振

興
助
成
法
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
格
別

の
ご
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
〔
要
望
事
項
〕

　

１
．
私
立
高
等
学
校
等
の
経
常

費
助
成
費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡

充
強
化
【
令
和
３
年
度
予
算
額
： 

１
０
１
９
億
１
５
０
０
万
円
】

　

私
立
中
学
高
等
学
校
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
建
学
の
精
神
の
下
、
常
に

社
会
の
進
展
と
時
代
の
要
請
に
応

じ
た
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
、

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な
社
会

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
我

が
国
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

に
、
時
代
や
社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
る
能
力
や
課
題
解
決
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
教

育
環
境
の
整
備
が
最
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
我
が
国
の
私
立

中
学
高
等
学
校
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
策
を

切
っ
掛
け
に
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
、
有
為
な
人
材
の
育
成
を

通
じ
て
、
国
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
に
は
、
先
ず
は
学
校
経
営
の

安
定
的
継
続
が
前
提
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
経
常
費
助
成
の
更
な

る
拡
充
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

公
教
育
の
共
通
基
盤
と
な
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
の
教
育
環
境
の
整
備
へ
の
国

公
私
立
を
問
わ
な
い
支
援
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に

相
応
し
い
学
び
を
保
障
す
る
観
点

か
ら
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
に
至
る

全
て
の
学
校
種
に
お
い
て
保
護
者

本
連
合
会
の
令
和
４
年
度
私
立
高
等

学
校
等
関
係
政
府
予
算
に
関
す
る
要
望
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践
し
、
21
世
紀
型
教
育
の
象
徴
と

し
て
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
現
代

化
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
私
学
教
育
研
究
所
は
、
私

立
高
等
学
校
等
の
教
育
及
び
経
営

に
係
る
研
究
事
業
と
と
も
に
、
教

員
の
教
育
力
向
上
の
た
め
の
初
任

者
・
若
手
・
中
堅
教
員
研
修
を
は

じ
め
英
語
指
導
力
向
上
研
修
な
ど

様
々
な
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、上
記
の
研
究
・

研
修
事
業
を
通
し
て
、
私
立
高
等

学
校
等
の
教
育
の
質
の
向
上
に
資

す
る
同
研
究
所
に
対
す
る
補
助
の

大
幅
な
拡
充
強
化
を
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
私
立
中
学
校
に
入
学

し
た
生
徒
が
、
家
計
急
変
等
に
よ

り
転
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

な
く
学
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

私
立
大
学
生
と
同
様
に
、
国
の
全

額
負
担
に
よ
る
新
た
な
支
援
制
度

の
創
設
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

６
．
日
本
私
学
教
育
研
究
所
研

究
事
業
費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡

充
強
化
【
令
和
３
年
度
予
算
額
： 

２
０
１
９
万
円
】

　

現
在
、
全
て
の
教
員
が
新
学
習

指
導
要
領
に
対
応
し
て
、
英
語
４

技
能
指
導
力
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
、
理
数
教
育
力
等
の
向
上
や
、

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ

の
学
び
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
実

　

こ
の
制
度
は
子
供
た
ち
が
家
庭

の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
自
ら
に
相
応
し
い

教
育
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
端
緒
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
調
査
に
よ
る
と
、
支
援
金
受

給
世
帯
の
９
割
強
が
こ
の
制
度
に

よ
り
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
と
回
答

し
、
８
割
弱
は
私
立
へ
の
入
学
決

定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
今
の
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
受
給
世
帯

の
55
％
で
は
入
学
後
に
家
計
が
急

変
し
た
と
の
調
査
結
果
等
も
踏
ま

え
、
改
め
て
、
本
制
度
の
恒
久
化

を
図
る
と
と
も
に
、
対
象
年
収
の

拡
大
や
支
援
額
の
拡
充
を
お
願
い

れ
た
専
攻
科
生
徒
へ
の
修
学
支
援

は
、高
等
学
校
教
育
制
度
上
の「
専

攻
科
」と
し
て
、高
等
学
校
等
就
学

支
援
金
制
度
の
枠
組
み
で
の
年
収

基
準
お
よ
び
補
助
対
象
上
限
額
の

引
上
げ
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

５
．
私
立
小
・
中
学
校
等
の
生

徒
等
へ
の
経
済
的
支
援
制
度
の
拡

充
強
化
【
令
和
３
年
度
予
算
額
：

９
億
６
７
０
０
万
円
】

　

私
立
中
学
校
に
通
う
年
収

４
０
０
万
未
満
世
帯
の
生
徒
に
対

す
る
年
額
10
万
円
の
授
業
料
軽
減

支
援
制
度
は
、
国
の
教
育
の
無
償

化
政
策
の
一
環
と
し
て
平
成
29
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
、
令
和
３
年
度

で
５
年
間
の
実
証
期
間
が
終
了
い

た
し
ま
す
。

４
１
６
９
億
７
０
０
万
円(

公
立

分
含
む)

】

　

令
和
２
年
度
か
ら
国
に
よ
る

「
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の
実

質
無
償
化
」
が
実
施
さ
れ
、
年

収
５
９
０
円
末
満
世
帯
の
支
援

金
は
、
私
立
高
等
学
校
の
全
国

平
均
授
業
料
額
を
勘
案
し
た

39
万
６
０
０
０
円
ま
で
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
未
だ
私
立
の
「
施

設
整
備
費
」
等
に
つ
い
て
は
支
援

の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

そ
の
内
容
は
私
立
の
学
納
金
の
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、

私
立
高
等
学
校
に
お
け
る
「
教
育

の
実
質
無
償
化
」
は
未
だ
達
成
さ

れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
収
５
９
０
万
円
以
上

世
帯
の
支
援
金
は
、
制
度
発
足

時
の
11
万
８
８
０
０
円
に
据
え

置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
年
収

５
９
０
万
円
を
境
に
大
き
な
格
差

が
生
じ
て
い
る
上
、
都
道
府
県
独

自
の
上
乗
せ
に
よ
り
、
新
た
な
地

域
間
格
差
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
格

差
を
是
正
す
る
た
め
、
例
え
ば
対

象
と
な
る
年
収
階
層
に
新
た
な
区

分
を
設
け
、
支
援
金
の
加
算
を
図

る
等
制
度
の
拡
充
を
検
討
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
い
に
し
ま
す
。

　

更
に
、
令
和
２
年
度
に
創
設
さ

　

既
に
、
近
年
、
熱
中
症
対
策
の

一
環
と
し
て
、
公
立
小
中
学
校
等

の
各
教
室
の
冷
房
化
へ
の
支
援
措

置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

私
立
学
校
へ
の
支
援
は
、
従
来
の

私
立
高
等
学
校
等
施
設
高
機
能
化

整
備
費
補
助
と
コ
ロ
ナ
関
連
の
補

正
予
算
で
あ
る
教
室
の
空
調
・
換

気
設
備
の
整
備
予
算
に
止
ま
っ
て

お
り
、
必
要
経
費
の
全
額
を
公
費

で
賄
わ
れ
る
国
公
立
学
校
に
対

し
、
私
立
学
校
で
は
多
額
の
自
己

負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
の
が
実

情
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
学
校
施

設
の
耐
震
化
の
完
了
、
教
室
及
び

体
育
館
の
空
調
設
備
等
の
設
置
・

更
新
、
フ
ロ
ン
対
策
へ
の
支
援

等
、
施
設
の
高
機
能
化
・
省
エ
ネ

化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
所
要
の

補
助
の
大
幅
な
拡
充
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
新
し
い
社
会
目
標
へ

の
積
極
的
対
応
の
た
め
の
補
助
と

し
て
、
公
私
の
別
な
く
、
そ
の
全

額
を
国
で
負
担
す
る
等
の
制
度
の

見
直
し
を
検
討
す
る
よ
う
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

　

４
．
私
立
高
等
学
校
等
就

学
支
援
金
制
度
の
拡
充
強

化
【
令
和
３
年
度
予
算
額
：

　
　
　
　
　
（
６
面
か
ら
の
続
き
）

　

大
学
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
幅

広
く
検
討
し
て
き
た
「
大
学
入
試

の
あ
り
方
検
討
会
議
」
の
三
島
良

直
座
長
ら
が
７
月
８
日
、
萩
生
田

文
部
科
学
大
臣
を
訪
ね
、
約
１
年

半
、
28
回
の
審
議
で
ま
と
め
た
提

言
を
提
出
し
た
。
提
言
で
は
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
で
の
記
述
式
出

題
は
困
難
と
し
た
上
で
、
大
学
の

個
別
試
験
で
、
国
立
に
つ
い
て
は

更
に
高
度
な
記
述
式
出
題
を
、
私

立
に
つ
い
て
は
出
題
増
に
努
め
る

こ
と
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選

抜
で
は
国
公
私
立
共
通
に
小
論
文

な
ど
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

を
問
う
評
価
の
推
進
、
共
通
テ
ス

ト
で
も
マ
ー
ク
式
問
題
の
中
で
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
発

揮
し
て
解
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

問
題
の
重
視
を
提
言
。

　

一
方
、
総
合
的
な
英
語
力
に
関

し
て
、
共
通
テ
ス
ト
で
英
語
４
技

能
を
測
る
こ
と
は
困
難
だ
と
し
、

「
英
語
」（
リ
ス
ニ
ン
グ
含
む
）
に

つ
い
て
は
不
断
の
改
善
を
行
う
と

し
、
大
学
の
個
別
試
験
に
関
し
て

は
資
格
・
検
定
試
験
の
活
用
を
促

す
方
針
。
経
済
格
差
、
地
域
格
差

に
対
し
て
は
、
資
格
・
検
定
試
験

の
ス
コ
ア
を
利
用
し
な
い
選
抜
区

分
の
設
定
を
求
め
て
い
る
。

　

提
言
を
受
け
た
萩
生
田
大
臣
は

７
月
９
日
の
記
者
会
見
で
各
団
体

の
代
表
が
入
り
決
め
た
ル
ー
ル
な

の
で
自
分
の
学
校
は
関
係
な
い
と

い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

文
科
省
は
ウ
ォ
ッ
チ
し
、
必
要
が

あ
れ
ば
公
表
し
て
い
く
考
え
を
強

調
し
た
。
提
言
内
容
を
踏
ま
え
、

望
ま
し
い
大
学
入
学
者
選
抜
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
本
連
合
会
の

長
塚
篤
夫
常
任
理
事
も
参
加
し
て

い
る
常
設
の
大
学
入
学
者
選
抜
協

議
会
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

検
討
会
議
が
提
言

大
学
入
試

の
あ
り
方
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行
っ
た
。
令
和
４
年
度
は
北
海
道

札
幌
市
で
６
月
２
・
３
日
に
開
催

予
定
。

教
育
課
程
部
会
開
催

　

令
和
３
年
６
月
18
日
、「
こ
れ

か
ら
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
とICT

活

用
を
考
え
る
～
≪
探
究
≫
≪
教
科

横
断
≫
の
視
点
を
踏
ま
え
て
～
」

を
研
究
の
ね
ら
い
と
し
、
聖
光
学

院
中
学
高
等
学
校
（
横
浜
市
）
に

お
い
て
２
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
定

員
を
超
す
133
名
が
参
加
し
た
。
石

井
雅
章
・
神
田
外
語
大
学
教
授
兼

学
長
補
佐
に
よ
る
講
演
、
視
察
校

の
紹
介
・
実
践
発
表
・
授
業
及
び

施
設
視
察
・ICT

導
入
や
管
理
等

の
説
明
を
行
い
、
分
散
会
で
は
参

加
者
が
課
題
を
共
有
し
交
流
を

図
っ
た
。

教
員
免
許
状
更
新
講
習
開
催

　

７
月
10
・
11
日
に
「
選
択
必
修

領
域:

私
立
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト(

講
師
：
広
石

英
記
・
東
京
電
機
大
学
副
学
長)
」

「
必
修
領
域:

私
立
学
校
の
た
め

の
教
育
の
最
新
事
情(

講
師
：
伊

藤
貴
昭
・
明
治
大
学
准
教
授
と
広

石
講
師)

」
を
開
講
、
18
名
が
受

講
し
た
。
事
前
配
信
の
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
講
義
視
聴
とZoom

に
よ

研
で
は
終
了
し
た
関
東
地
区
千

葉
県
と
北
関
東
地
区(

高
崎
市
開

催)

の
模
様
、
前
年
度
と
同
様
10

月
に
合
同
開
催
す
る
中
堅
研
と
若

手
研
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
教

員
免
許
状
更
新
講
習
は
オ
ン
デ
マ

ン
ド
の
動
画
視
聴
とZoom

を
使

用
し
た
同
時
双
方
向
型
講
義
を
併

用
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

私
学
経
営
研
修
会
開
催

　

６
月
３
・
４
日
、
高
知
県
高
知

市
・
ホ
テ
ル
日
航
高
知
旭
ロ
イ
ヤ

ル
で
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
を

切
り
拓
く
私
立
学
校
～
激
動
の

2020

年
を
未
来
へ
の
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
！
～
」
を
研
究
の
ね
ら

い
に
52
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催

し
た
。
最
新
の
中
央
情
勢
や
高
知

県
私
学
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る

講
演
・
報
告
の
ほ
か
、
松
﨑
了
三
・

高
知
県
公
立
大
学
法
人
高
知
工
科

大
学
地
域
連
携
機
構
特
任
教
授
に

よ
る
基
調
講
演
、
岡
村
甫
・
高
知

県
公
立
大
学
法
人
高
知
工
科
大
学

顧
問
、
橋
本
和
紀
・
高
知
学
芸
中

学
高
等
学
校
校
長
ら
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
迎
え
て
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
教
育
懇
談
会
、

意
見
交
換
会
、
歴
史
教
育
視
察
を

第

19

回

理

事

会
・  

第
10
回
評
議
員
会
開
催 

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
第
19
回
理
事
会
を
定
款

第
41
条
（
決
議
の
省
略
）
の
み
な

し
理
事
会
と
し
て
開
催
し
た
。
同

会
議
で
は
、
令
和
２
年
度
事
業
報

告
案
、
同
決
算
報
告
案
に
つ
い
て

審
議
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た

（
令
和
３
年
５
月
10
日
付
け
）。

　

ま
た
６
月
11
日
、
東
京
・
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
私
学
会
館
）に

お
い
て
、
第
10
回
評
議
員
会
を
開

催
し
た
。
同
会
議
で
は
、
第
19
回

理
事
会
で
の
承
認
事
項（
令
和
２

度
事
業
報
告
、同
決
算
報
告
）が
報

告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年

度
の
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財
産

増
減
計
算
書
に
つ
い
て
審
議
し
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
23
回
初
任
者
研
修
等

事
業
検
討
委
員
会
開
催

　

６
月
11
日
、ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
第
23
回
初
任
者

研
修
等
事
業
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、今
年
度
の
３
事
業(

初
任
研
・

中
堅
研
・
教
員
免
許
状
更
新
講
習)

の
進
捗
状
況
を
検
討
し
た
。
初
任

　

18
～
19
日
・
134
名
︶

・
関
東
地
区
東
京
都︵
木
更
津
市
・

　

８
月
18
～
20
日
・
78
名
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、
令
和

３
年
度
の
当
研
究
所
主
催
研
修
会

へ
の
対
応
方
針
及
び
実
施
に
当

た
っ
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
対
策
、
最
新
の
開
催
情

報
に
つ
い
て
は
、
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
た

い
。

　

７
月
28
～
30
日
・
40
名
︶

・
中
国
・
四
国
地
区
︵
松
山
市
・

　

８
月
２
～
４
日
・
72
名
︶

・
東
北
地
区
︵
山
形
市
・
８
月
２

　

～
４
日
・
63
名
︶

・
中
部
地
区
山
梨
県
︵
笛
吹
市
・

　

８
月
３
～
４
日
・
23
名
︶

・
北
陸
地
区
︵
富
山
市
・
８
月
４

　

～
６
日
・
44
名
︶

・
中
部
地
区
静
岡
県
︵
静
岡
市
・

　

８
月
５
～
６
日
・
62
名
︶

・
近
畿
地
区
︵
大
阪
市
・
８
月
16

　

～
17
日
・
64
名
︶

・
関
東
地
区
神
奈
川
県︵
横
浜
市
・

　

８
月
17
～
18
日
・
226
名
︶

・
中
京
地
区
︵
名
古
屋
市
・
８
月

る
同
時
双
方
向
型
講
義
・
ワ
ー
ク

か
ら
構
成
さ
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
講
習
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

活
か
し
た
内
容
が
好
評
だ
っ
た
。

初
任
者
研
修
地
区
研
修
会
開
催

･

関
東
地
区
千
葉
県
︵
千
葉
市
・

　

６
月
１
～
３
日
・
72
名
︶

・
北
関
東
地
区
︵
高
崎
市
・
６
月

　

９
～
10
日
・
55
名
︶

・
九
州
地
区
︵
別
府
市
・
６
月
30

　

～
７
月
２
日
・
111
名
︶

・
関
東
地
区
埼
玉
県
︵
さ
い
た
ま

　

市
・
７
月
21
～
23
日
・
79
名
︶

・
小
学
校
東
日
本
地
区
︵Zoom

・

　

７
月
27
日
・
85
名
︶

・
小
学
校
西
日
本
地
区︵
大
阪
市
・

 令和３年度 研修会等案内 
全国私学教育研究集会京都大会

10 月 21 ～ 22 日 ／ 京都府京都市・国立京都国際会館 外

世界を見つめ、未来に挑戦～私学の先進的精神は時代を超えて～

次世代リーダー育成部会

11 月 15 ～ 16 日 ／ 三重県鳥羽市・鳥羽国際ホテル 外

伝統の継承と深化～建学の精神を昇華していくために～

法人管理事務運営部会

11 月 26 日 ／ 東京都墨田区・KFC Hall & Rooms

激変する社会を生き抜く私学の働き方改革

～これからの部活動とワーク・ライフ・バランス～

イノベーション教育 ( グローバル・ICT 活用 ) 研究部会

12 月３日 ／ 東京都江東区・L stay & grow 南砂町

Ｚ世代をはぐくむ最先端の学びとは

英語４技能教育特別部会

東日本：11 月５～６日 ／ 東京都千代田区・主婦会館プラザエフ

西日本：令和４年２月 ／ 広島県広島市 ( 予定 )

若手教員（初任者等）全国研修会 ／ 中堅教員研修会

東日本：10 月 15 ～ 16 日 ／ 東京都千代田区・主婦会館プラザエフ

西日本：10 月８～９日 ／ 兵庫県神戸市・スペースアルファ三宮

教員免許状更新講習＜冬季＞

選択必修：12 月 25 日　必修：12 月 26 日【オンラインで実施】

※秋季講習は中止し、冬季へ統合

日
私
教
研
だ
よ
り

令
和
3
年
度
実
施

研
修
会
対
応
方
針


